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私
は
こ
の
た
び
令
和
２
年
５
月
22
日

付
を
も
ち
ま
し
て
当
会
の
理
事
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
・
被
爆
体
験
も
な

く
、
も
と
よ
り
い
た
ら
ぬ
私
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
役
員
・
会
員
の
皆
様
方
と
力
を
合

わ
せ
て
、
当
会
の
設
立
時
以
降
大
変
ご
苦

労
さ
れ
た
先
人
の
皆
様
方
の
お
取
組
み

を
忠
実
に
踏
襲
し
て
、
動
員
学
徒
等
の
慰

霊
及
び
当
会
の
護
持
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

私
の
叔
母
の
本
地
文
枝
が
動
員
学
徒

と
し
て
被
爆
死
し
た
こ
と
か
ら
、
祖
母
、

父
母
そ
し
て
私
と
、
３
代
に
わ
た
っ
て
当

会
で
お
世
話
様
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
物

心
つ
い
た
こ
ろ
よ
り
祖
母
か
ら
、
叔
母
の

被
爆
時
の
こ
と
を
何
度
も
何
度
も
涙
な

が
ら
に
語
り
聞
か
さ
れ
、
私
も
共
に
涙
し

た
も
の
で
し
た
。
悲
惨
で
苛
酷
な
状
況
下

で
死
を
迎
え
る
娘
を
見
送
る
母
、
そ
し
て

息
た
え
だ
え
の
中
、
健
気
に
も
母
親
を
慮

り
逆
に
励
ま
す
娘
、
そ
の
時
の
母
娘
の
心

情
た
る
や
…
漠
然
と
な
が
ら
も
幼
心
に

〝
ノ
ー
モ
ー
ア
、ヒ
ロ
シ
マ
〟
と
強
く
思
っ

た
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
な
大
流
行
に
よ
り
、
経
済
、
文
化
、

教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
く
ら
し
な
ど
の
各
分

野
に
お
い
て
、
未
曽
有
の
危
機
的
状
態
に

陥
り
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

の
全
国
民
の
献
身
的
取
組
に
よ
り
、
今
の

と
こ
ろ
何
と
か
収
束
の
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
や
に
伺
え
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
状
は
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
思
え
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
に
置

か
れ
ま
し
て
は
、
体
調
に
留
意
さ
れ
、
で

き
る
だ
け
３
密
の
状
態
を
避
け
る
な
ど
、

新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
に
積
極
的
に

取
り
組
む
な
ど
し
て
、
今
の
閉
塞
的
状
態

を
無
事
乗
り
越
え
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
被
爆
後
75
年
を
迎
え
ま

す
が
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
つ
人
は

15
万
人
を
切
り
、
平
均
年
齢
は
83
歳
を
超

え
ま
し
た
。
当
会
の
会
員
数
も
、
当
会
が

財
団
法
人
化
し
た
１
９
７
８
年
（
昭
和
53

年
）
に
は
約
１
５
０
０
名
で
し
た
が
、
現

在
は
約
８
０
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会

員
の
減
員
及
び
高
齢
化
に
伴
い
、
動
員
学

徒
及
び
遺
族
を
中
心
と
し
た
当
会
の
活

動
を
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て

い
く
の
か
と
い
う
重
要
な
課
題
に
つ
き

ま
し
て
も
、
近
い
将
来
に
解
決
す
べ
く
真

剣
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
関
係

機
関
の
皆
さ
ま
か
ら
の
、
よ
り
一
層
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

デジタルブック
“慟哭の証言”

http://www.douingakuto.com/

本

　地

　正

　治

新
理
事
長
ご
あ
い
さ
つ

新
役
員
紹
介

　

５
月
の
定
時
評
議
員
会
及
び
理
事
会

に
お
い
て
新
た
な
役
員
等
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

任
期
は
、
評
議
員
は
４
年
、
理
事
及
び

監
事
は
２
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

理
事
長　
　

本
地　

正
治

　

副
理
事
長　

谷
口　

了
子

　

評
議
員　
　

福
場　

隆
子

　
　
　
　
　
　

渡　
　

美
津
子

　
　
　
　
　
　

寺
田　

博

　
　
　
　
　
　

久
村　

和
夫

　
　
　
　
　
　

三
木　

島
彦

　
　
　
　
　
　

津
田　

久
美
子

　
　
　
　
　
　

村
輿　

久
美
子

　
　
　
　
　
　

寺
前　

宏
晃　

　
　
　
　
　
　

国
元　

洋
子

　

理　

事　
　

井
上　

公
夫

　
　
　
　
　
　

村
中　

和
子

　
　
　
　
　
　

松
浦　

輝
紀

　
　
　
　
　
　

徳
田　

由
子

　
　
　
　
　
　

谷
村　

美
智
子

　
　
　
　
　
　

武
田　

實
智
恵

　
　
　
　
　
　

辻　
　

靖
司

　

監　

事　
　

中
尾　

俊
男

　
　
　
　
　
　

早
稲
田　

良
子

　

相
談
役　
　

寺
前　

妙
子

　
（
退
任
者
）

　

評
議
員　
　

茨
木　

和
子

　
　
　
　
　
　

平
野　

み
さ
子

　
　
　
　
　
　

日
和　

隼
巳
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こ
の
度
、
健
康
福
祉
局
社
会
援
護
課
長

に
就
任
し
、
援
護
行
政
に
携
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
愛
の
肉
親
を
失
わ
れ
ま
し
た
ご
遺
族

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
決
し
て
癒

え
る
こ
と
の
な
い
深
い
悲
し
み
を
胸
に
、

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
間
の
御
心
労
と
御
苦

労
の
ほ
ど
は
、察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
多
く
の
動
員
学
徒
の
方
々
が
犠

牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
、
先
の
大
戦
が
終
結

し
て
七
十
五
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
終
戦
か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し
、
戦

争
を
直
接
知
ら
な
い
世
代
が
多
数
を
占
め

る
よ
う
に
な
り
、
人
々
の
戦
争
の
記
憶
が

風
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
、
戦
没
者
の
方
々

の
尊
い
犠
牲
の
上
に
今
日
の
我
が
国
が
あ

る
こ
と
を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
と
と
も

に
、
再
び
戦
禍
に
よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
県
で
は
、
援
護
関
係
施
策
の
よ
り
一

層
の
充
実
に
向
け
、
皆
様
と
と
も
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

広
島
県
健
康
福
祉
局

社
会
援
護
課
長辻

　
　
　和

　夫

大津市立木戸小学校　6年　宮田埜愛さんからのお手紙
（当会では、千羽鶴を献納していただいた学校等へ冊子「慟哭
の証言」を寄贈しており、返信のお手紙をいただきました。）

お
世
話
に
な
る
方
々

広
島
県

健
康
福
祉
局
長 

田
中　
　

剛

社
会
援
護
課
長 

辻　
　

和
夫

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

主　

査 

山
口　

博
幸

主　

査 

岩
井　

明
子

主　

査 

舩
石　

幸
恵

主　

任 

青
木　

孝
夫

主　

任 

泉
岡　

幹
雄

　

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

 

電
話　

082

－

513

－

３
０
３
６

　
　
　
　
　
　

 

■ 　
　
　
　
　
　

広
島
市

健
康
福
祉
局
長 

山
本　

直
樹

健
康
福
祉
局

保
健
医
療
担
当
局
長 

阪
谷　

幸
春

健
康
福
祉
局

保
健
部
医
務
監 

宮
城　

昌
治

健
康
福
祉
局

保
健
部
保
険
年
金
課
長 

南
部　

克
徳

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
担
当
課
長 

小
松　

祐
子

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
課
長
補
佐

（
事
）
管
理
係
長 

長
田　

憲
治

健
康
福
祉
局

保
健
部
保
険
年
金
課
主
事 

玉
浦　
　

遥

 

電
話　

082

－

504

－

２
１
５
９

健
康
福
祉
局
原
爆
被
害
対
策
部
調
査
課

事
務
指
導
員
（
追
悼
式
補
助
金
担
当
）

 

山
本　

勝
彦

 

電
話　

082

－

504

－

２
１
９
１
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巡
り
来
る
８
月
６
日
が
近
付
い
て
参
り

ま
し
た
。
午
前
９
時
か
ら
動
員
学
徒
慰
霊

塔
の
前
に
お
い
て
、
会
と
し
て
第
64
回
目

の
原
爆
死
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
い
ま

す
。

　

お
暑
い
時
期
で
す
が
、
お
体
に
お
気
を

つ
け
く
だ
さ
い
ま
し
て
お
参
り
く
だ
さ

い
。

（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
）

　

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

発
熱
や
咳
・
咽
頭
痛
な
ど
の
症
状
の
あ

る
方
、
過
去
２
週
間
以
内
に
発
熱
や
感
冒

症
状
で
受
診
や
服
薬
を
し
た
方
、
過
去
２

週
間
以
内
に
感
染
拡
大
し
て
い
る
地
域
や

国
へ
の
訪
問
歴
が
あ
る
方
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

持
病
の
あ
る
方
や
妊
婦
な
ど
、
健
康
や

体
調
に
不
安
の
あ
る
方
は
参
加
を
お
控
え

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
準
備
し
た
席
が
満
席
と
な
っ
た

場
合
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
の
で
御
了
解
く

だ
さ
い
。

　

受
付
で
、
お
名
前
、
御
住
所
、
連
絡
先

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
（
平
成
31
年
度
）

�

事
業
報
告
書

１　

広
報
活
動
の
実
施

　

⑴
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
案
内

　

会
報
「
と
も
し
び
第
130
号
」
の

送
付
に
合
わ
せ
追
悼
式
の
案
内
を

送
付
し
た
。

　

⑵
会
報
「
と
も
し
び
」
の
印
刷
・
配
布

　
　

・ 

令
和
元
年
６
月
30
日
付
け
第
130
号

１
、０
０
０
部

　
　

・ 

令
和
元
年
11
月
30
日
付
け
第
131
号

１
、１
０
０
部

　
　

 　
広
報
部
会
を
開
催
し
、
企
画
、
編

集
を
行
っ
た
。

　

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

　
　

ア　
 

会
報
「
と
も
し
び
」
の
掲
載
130

号
・
131
号

　
　

イ　

 

ア
ク
セ
ス
数
累
計（
令
和
２・３・

31
）：
７
、０
２
５
件
（
31
年
度

ア
ク
セ
ス
数
８
０
６
件
）

　

⑷ 

「
慟
哭
の
証
言
」
を
関
係
機
関
等
に

配
布

　

慰
霊
塔
に
千
羽
鶴
を
献
納
し
て

い
た
だ
い
た
学
校
等
へ
冊
子
「
慟

哭
の
証
言
」
を
送
付
し
た
。

　

送
付
数
：
19
件

　

⑸
慰
霊
塔
説
明
文
の
設
置

　

慰
霊
塔
の
説
明
文
を
常
時
設
置

し
、
参
拝
者
の
理
解
の
一
助
に
し

た
。
（
３
万
部
印
刷
）

　

⑹ 

動
員
学
徒
等
の
顕
彰
と
会
の
設
立
趣

旨
の
広
報

　

慰
霊
塔
の
清
掃
日
等
を
利
用
し

て
、
随
時
、
参
拝
者
に
対
し
て
原

爆
、
空
襲
、
動
員
学
徒
等
犠
牲
者

の
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

２　

第
63
回
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
挙
行

　

日
時　

令
和
元
年
８
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら

　

場
所　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
前
広
場

　

実
施
内
容　

別
紙
の
と
お
り

３ 　
動
員
学
徒
慰
霊
塔
の
清
掃
・
供
花
・

英
霊
供
養

月　

日

参
加
者
数

供
養
会

（
西
向
寺
）

4
月
8
日

22
人

○

4
月
22
日

19
人

5
月
2
日

11
人

○

5
月
7
日

17
人

5
月
24
日

18
人

6
月
6
日

17
人

○

6
月
20
日

15
人

7
月
8
日

22
人

○

7
月
22
日

13
人

8
月
5
日

20
人

○

8
月
20
日

13
人

9
月
6
日

22
人

○

9
月
20
日

14
人

10
月
7
日

18
人

○

10
月
21
日

17
人

11
月
7
日

18
人

○

12
月
6
日

16
人

○

12
月
20
日

20
人

1
月
10
日

19
人

○

2
月
6
日

18
人

○

3
月
6
日

15
人

○

3
月
25
日

18
人

　

合
計
22
回
延
382
人
参
加

４　

役
員
会
等
の
開
催

開
催
日

内　
　
　
　

容

31
・
4
・
22
監
事
会

平
成
30
年
度
決
算
関
係
監
査

元
・
5
・
7
理
事
会

議
案
第
１
号　

 

平
成
30
年
度
事

業
報
告
に
関
す

る
件

議
案
第
２
号　

 

平
成
30
年
度
決

算
の
承
認
に
関

す
る
件

議
案
第
３
号　

 

定
時
評
議
員
会

の
招
集
の
決
定

に
関
す
る
件

元
・
5
・
24
定
時
評
議
員
会

議
案
第
１
号　

 

平
成
30
年
度
事

業
報
告
に
関
す

る
件

議
案
第
２
号　

 

平
成
30
年
度
決

算
の
承
認
に
関

す
る
件

元
・
7
・
8
理
事
会

（
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
実
施

打
合
せ
）

元
・
9
・
6
原
爆
死
没
者
追
悼
式
反
省
会

2
・
4
・
6
理
事
会
・
評
議
員
会

議
案
第
１
号　

 

令
和
元
年
度
事

業
報
告
に
関
す

る
件

議
案
第
２
号　

 

令
和
元
年
度
決

算
の
承
認
に
関

す
る
件

５　

研
修
会
の
実
施

　

⑴
日
時　

令
和
元
年
12
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　

10
時
～
11
時

　
　

場
所　

西
向
寺
門
徒
会
館

第
64
回
原
爆
死
没
者

　
　
　追
悼
式
の
ご
案
内
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内
容　

 

各
自
意
見
等
発
表
（
こ
れ
ま

で
の
歩
み
、
現
在
の
状
況
、

今
後
の
課
題
な
ど
）

６　

そ
の
他

　

⑴ 
慰
霊
塔
の
修
繕
及
び
周
辺
の
環
境
整
備

日
時

工
事
名

工
事
内
容

備
考

元・7

水
路
蓋

の
取
換

え

慰
霊
塔
前
広
場

の
水
路
蓋
を
交

換

広
島
市

　

⑵
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
援

　
　

 「
第
二
回
平
和
へ
の
祈
り
コ
ン
サ
ー

ト
～
動
員
学
徒
犠
牲
者
に
捧
ぐ
～
」

の
後
援
を
行
う
。

　
　

日
時　

 

９
月
15
日（
日
）午
後
３
時
開
演

　
　

場
所　

 

東
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
広

島
市
東
区
東
蟹
屋
町
10-

31
）

　

⑶ 

早
稲
田
良
子
監
事
が
永
年
勤
続
理
事

長
表
彰
受
賞
（
元
・
６
・
６
）

　

⑷ 

谷
口
了
子
理
事
が
県
知
事
表
彰
受
賞

（
元
・
10
・
21
）

　

⑸ 

井
上
公
夫
理
事
長
が
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
受
賞
（
元
・
12
・
５
）

　

⑹
会
員
数　

令
和
２
・
３
・
31　

760
人

　
　
　
　
　
　

平
成
31
・
３
・
31　

795
人

令和元年度（平成31年度）　収支決算書（正味財産増減計算書）
平成31年４月１日から令和２年３月31日まで

  （単位：円）
科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減 増減理由

Ⅰ　経常利益.経常費用
　1　経常増減の部

（1）経常収益
事業収益

追悼式典事業収益 346,500 329,000 17,500
受取補助金等

地方公共団体補助金 552,000 545,000 7,000
受取寄付金

受取寄付金 100,500 161,000 △ 60,500
雑収益

受取利息 52,029 53,312 △ 1,283
雑 収 益 880,199 816,818 63,381

経常収益計 1,931,228 1,905,130 26,098
（2）経常費用

事業費
会　議　費 0 1,336 △ 1,336
旅費交通費 299,600 300,500 △ 900
通信運搬費 213,979 213,285 694
消 耗 品 費 229,804 236,698 △ 6,894
修　繕　費 990,000 0 990,000 慰霊塔補修調査費増
印刷製本費 264,718 242,582 22,136
光 熱 水 費 36,175 30,293 5,882
保　険　料 8,500 26,830 △ 18,330
委　託　費 394,000 394,000 0
賃　借　料 0 0 0
諸　謝　金 800,000 800,000 0
支払負担金 105,144 104,248 896
雑　　　費 164,812 192,298 △ 27,486

事業費計 3,506,732 2,542,070 964,662
管理費

会　議　費 0 2,000 △ 2,000
旅費交通費 69,000 150,000 △ 81,000
通信運搬費 85,851 40,000 45,851
消 耗 品 費 49,012 20,000 29,012
印刷製本費 4,802 4,000 802
光 熱 水 費 0 0 0
賃　借　料 0 0 0
諸　謝　金 240,000 160,000 80,000
公 租 公 課 21,000 21,000 0
支払負担金 300,000 300,000 0
雑　　　費 260,616 550,000 △ 289,384

管理費計 1,030,281 1,247,000 △ 216,719
経常費用計 4,537,013 3,789,070 747,943
当期経常増減額 △ 2,605,785 △ 1,883,940 △ 721,845

　2　経常外増減の部
（1）経常外収益 0
（2）経常外費用 0
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面
影
を
追
っ
て

西

　村

　晴

　夫

　

去
年
八
月
十
五
日
令
和
に
な
っ
て
初

め
て
の
終
戦
の
日
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

が
日
本
武
道
館
で
ひ
ら
か
れ
、
全
国
の
遺

族
ら
約
六
千
五
百
人
が
参
列
し
戦
没
者

を
悼
み
ま
し
た
。
式
典
参
列
は
私
に
と
っ

て
積
年
の
願
望
で
し
た
が
、「
広
島
県
動

員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会
」
の
ご
尽
力
の
お

陰
で
参
列
い
た
し
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
戦
時
下
の
我
が
家
の
様
子
や
集

団
疎
開
の
こ
と
、
ま
た
長
兄
は
崇
徳
中
学

三
年
生
十
六
歳
で
被
爆
死
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
綴

り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
、
当
時
我
が
家
は
天
神
町

（
現
在
＝
中
島
町
）
に
七
人
家
族
で
暮
ら

し
て
い
た
。
そ
の
時
期
の
衣
食
住
、
取
り

分
け
食
糧
事
情
は
劣
悪
で
、
配
給
品
は
大

抵
大
豆
や
大
豆
か
す
、
干
し
い
も
な
ど
で

米
は
僅
か
で
あ
っ
た
。
他
方
、
空
爆
に
備

え
る
た
め
、
防
火
用
水
槽
を
置
い
た
り
座

敷
の
下
に
防
空
壕
を
掘
っ
た
り
し
た
。
ま

た
、
夜
、
灯
火
管
制
の
た
め
、
電
灯
に
黒

い
布
を
掛
け
食
卓
を
囲
ん
だ
も
の
だ
。
ま

た
、
日
中
で
も
警
戒
情
報
や
空
襲
警
報
が

発
令
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
建
物

疎
開
は
直
ぐ
近
隣
ま
で
迫
っ
て
お
り
、
我

が
家
の
立
ち
退
き
も
早
晩
決
ま
る
と
こ

ろ
と
思
わ
れ
る
。

　

四
月
、
私
は
六
年
生
に
進
級
し
た
が
、

ほ
ぼ
同
時
に
四
年
生
（
そ
の
後
三
年
以
上

に
変
更
）
以
上
に
対
し
、
郡
部
に
親
戚
な

ど
あ
る
も
の
は
縁
故
先
に
、
な
い
者
は
学

校
で
組
織
す
る
集
団
疎
開
に
加
わ
る
よ

う
疎
開
命
令
が
下
っ
た
。
我
が
家
は
、
私

は
集
団
疎
開
に
、
妹
は
母
の
実
家
に
疎
開

す
る
こ
と
に
決
め
た
。
集
団
疎
開
先
は
双

三
郡
三
良
坂
町
の
忠
魂
寺
ほ
か
八
ヶ
寺

で
、
一
部
吉
舎
町
へ
行
く
。
引
率
先
生

十
九
名
、
生
徒
は
約
三
百
名
で
あ
る
。
四

月
十
三
日
多
数
の
見
送
り
を
受
け
な
が

ら
、
芸
備
線
で
三
良
坂
に
向
か
っ
た
。
宿

舎
で
あ
る
寺
院
は
概
ね
町
内
毎
に
編
成

さ
れ
、
新
学
期
か
ら
地
元
の
三
良
坂
国
民

学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

疎
開
生
活
は
、
は
や
く
も
数
ヶ
月
経
ち

不
自
由
の
中
に
も
集
団
生
活
に
慣
れ
て

き
た
。
そ
の
日
は
朝
か
ら
暑
い
日
だ
っ

た
。
突
然
、
昼
頃
三
良
坂
駅
前
に
テ
ン
ト

が
張
ら
れ
た
。
列
車
が
着
く
度
に
、
け
が

人
が
降
り
て
こ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
う

ち
、
体
中
ホ
コ
リ
を
被
っ
た
女
性
が
寺
に

来
ら
れ
る
な
り
、「
ヒ
ロ
シ
マ
や
ら
れ
た
」

と
何
度
も
呟
き
な
が
ら
、
髪
を
漉
か
れ
な

が
ら
、「
そ
れ
こ
ん
な
に
抜
け
る
」
と
見

せ
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
学

友
の
手
を
取
っ
て
寺
を
離
れ
て
行
か
れ

た
。
私
達
は
何
の
事
か
分
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
次
の
日
八
月
七
日
、
先
生
が
新
聞

を
拡
げ
な
が
ら
「
ヒ
ロ
シ
マ
に
新
型
爆
弾

が
落
と
さ
れ
た
」と
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
日
を
際
に
、
保
護
者
が
次
々
と
寺
に

来
ら
れ
、口
々
に
「
ヒ
ロ
シ
マ
全
滅
じ
ゃ
」

「
全
部
焼
け
た
」
と
言
い
残
し
な
が
ら
学

童
と
一
緒
に
寺
を
出
て
行
か
れ
た
。
私
は

列
車
が
着
く
度
に
駅
に
走
る
が
、
誰
も
声

を
掛
け
て
く
れ
な
い
。
私
と
同
じ
よ
う
に

シ
ョ
ン
ボ
リ
と
し
た
友
人
も
お
り
、
少
し

心
細
さ
を
感
じ
て
き
た
。

　

八
月
の
終
わ
り
「
兄
が
行
方
不
明
の
た

め
探
し
て
い
る
。
ま
た
七
月
末
日
建
物
疎

開
の
た
め
段
原
町
に
仮
住
ま
い
し
て
い

る
。
近
々
迎
え
に
行
く
」
と
母
か
ら
の
葉

書
が
届
い
た
。
そ
の
後
、
間
も
な
く
父
が

迎
え
に
来
て
く
れ
た
が
、
そ
の
時
兄
の
死

亡
を
知
っ
た
。

　

家
に
帰
る
と
タ
ン
ス
の
横
に
白
い
布

に
包
ま
れ
た
粗
末
な
折
り
箱
が
置
い
て

あ
っ
た
。
兄
の
遺
骨
で
あ
る
。
私
に
と
っ

て
家
族
と
久
し
振
り
の
再
会
で
あ
る
が
、

兄
が
い
な
い
の
で
、
家
中
哀
し
み
に
覆
わ

れ
て
い
た
。
何
か
話
題
を
変
え
て
も
、
い

つ
の
間
に
か
兄
の
話
に
な
り
、
ま
た
、
家

中
が
暗
く
寂
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。

ま
こ
と
に
情
け
な
い
こ
と
で
あ
る
。
戸
籍

謄
本
に
よ
る
と
、
兄
は
可
部
町
Ｓ
寺
で
八

月
十
一
日
午
後
九
時
死
亡
と
あ
る
。
被
爆

日
か
ら
五
日
間
も
生
き
て
い
た
こ
と
に

な
る
が
、、
こ
の
間
、
ど
の
よ
う
な
容
体

だ
っ
た
の
か
。
可
部
ま
で
の
長
い
道
の
り

を
ど
の
よ
う
に
し
て
辿
り
着
い
た
の
か
、

と
思
う
と
、
胸
が
痛
む
。
戦
争
反
対
を
心

に
誓
っ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
こ

と
で
あ
る
。

広
島
市
外
派
遣
で
の

伝
承
活
動
で
感
じ
る
こ
と

村

　輿

　久
美
子

　

私
は
現
在
、
寺
前
妙
子
さ
ん
の
被
爆
体

験
伝
承
者
と
し
て
、
原
爆
資
料
館
で
の
定

期
講
話
に
加
え
て
、
広
島
市
外
で
も
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、
岐
阜
、
愛
知
、

大
阪
、
愛
媛
、
香
川
、
の
小
・
中
・
高
校

や
市
役
所
な
ど
か
ら
お
招
き
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

中
京
地
方
よ
り
西
の
学
校
で
は
、
広
島

市
へ
の
修
学
旅
行
・
平
和
学
習
の
事
前
学

習
と
し
て
呼
ん
で
い
た
だ
く
事
が
多
く
、

生
徒
さ
ん
達
も
先
生
方
も
【
原
爆
】
に
つ

い
て
色
々
と
ご
存
じ
の
事
も
多
い
と
い

う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
そ

れ
よ
り
東
の
学
校
で
は
、『
今
ま
で
広
島

や
長
崎
の
原
爆
に
つ
い
て
、
詳
し
い
内
容

は
一
度
も
見
聞
き
し
た
事
が
無
い
生
徒

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。』
と
言
わ
れ
る
事
が

多
い
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
昨
年
６
月
に
修
学
旅
行
の
事
前

学
習
と
し
て
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
愛
知

県
の
あ
る
公
立
高
校
で
の
事
で
す
。

　

最
初
に
出
迎
え
て
下
さ
っ
た
先
生
か

ら
「
こ
の
学
校
は
全
日
制
と
定
時
制
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
時
代
や
他
校
で

学
校
生
活
に
馴
染
め
ず
編
入
し
て
く
る

生
徒
も
多
く
、
外
国
籍
の
生
徒
も
多
く
、

10
代
か
ら
70
代
ま
で
の
多
種
多
様
な
生
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徒
が
通
う
特
徴
の
あ
る
学
校
で
す
。
そ
し

て
、
う
ち
の
学
校
に
は
『
衣
替
え
』
と
い

う
の
が
無
い
ん
で
す
が
、
何
故
だ
か
わ
か

り
ま
す
か
？
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
理
由
を

お
聞
き
す
る
と
、「
手
首
に
リ
ス
ト
カ
ッ

ト
の
傷
を
持
つ
生
徒
も
多
い
の
で
、
あ
え

て
半
袖
を
着
な
く
て
も
良
い
と
い
う
配

慮
か
ら
な
ん
で
す
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
保
護
者
会
で
は
、
日
本
語
の
分
か

ら
な
い
親
御
さ
ん
の
た
め
に
、
い
つ
も
通

訳
の
方
に
も
入
っ
て
い
た
だ
く
ん
で
す

よ
。」
と
仰
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
昼
間
定
時
制
の
２
年
生

１
７
０
名
、
先
生
10
名
へ
の
講
話
で
し
た

が
、
日
本
語
も
あ
ま
り
得
意
で
な
い
生
徒

さ
ん
も
お
ら
れ
る
と
直
前
に
お
聞
き
し

た
の
で
、
い
つ
も
の
内
容
で
お
話
し
て
も

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
、
心
配
で
し
た
。
そ

れ
で
も
静
か
に
最
後
ま
で
聴
い
て
い
た

だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
、
生
徒
代
表
と
し
て
お
礼
の

言
葉
を
く
だ
さ
っ
た
女
子
生
徒
さ
ん
は
、

「
寺
前
さ
ん
が
想
像
を
絶
す
る
体
験
を
さ

れ
沢
山
の
病
気
と
闘
い
な
が
ら
、
今
も
広

島
で
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
を
思

う
と
…
」
と
涙
で
声
を
詰
ま
ら
せ
な
が

ら
、「
想
像
や
文
字
だ
け
で
は
追
い
つ
か

な
い
情
報
を
、
人
の
言
葉
で
、
絵
や
写
真

と
共
に
そ
の
ま
ま
私
達
に
伝
え
て
下
さ

る
伝
承
者
の
存
在
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
し
、
一
番
心
に
届
く
も
の
で

し
た
。
私
も
こ
れ
か
ら
寺
前
さ
ん
の
思
い

を
バ
ト
ン
の
様
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
日
届
い
た
生
徒
さ
ん
か
ら
の

感
想
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　
『
平
和
な
環
境
で
生
ま
れ
育
ち
、
今
が

ど
れ
だ
け
幸
せ
か
を
あ
ま
り
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
終
わ
っ
た
戦

争
の
事
で
も
、
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ

と
伝
え
て
い
く
事
が
本
当
に
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。
私
は
外
国
人
と
し
て
今
日

聞
い
た
話
を
今
の
自
分
の
家
族
に
、
そ
し

て
将
来
の
子
供
に
も
話
し
て
い
き
た
い

で
す
。
自
分
が
今
こ
う
や
っ
て
日
本
に
居

ら
れ
る
の
は
、
昔
の
人
（
戦
争
で
命
を
な

く
し
た
人
）
の
お
か
げ
で
も
あ
る
な
と
思

い
、
命
の
大
切
さ
を
も
っ
と
深
く
考
え
た

い
で
す
。』

　
『
私
は
自
分
の
事
が
と
て
も
嫌
い
で
、

今
ま
で
す
ぐ
に
「
消
え
た
い
」
と
か
「
死

に
た
い
」
と
か
思
っ
て
い
ま
し
た
。
生
き

た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
原
爆
で

亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
を
思
う
と
、

こ
れ
か
ら
は
軽
々
し
く
「
消
え
た
い
」
と

か「
死
に
た
い
」と
か
言
わ
な
い
よ
う
に
、

そ
の
人
た
ち
の
分
も
精
い
っ
ぱ
い
生
き

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。』

　

ま
た
、
学
年
主
任
の
先
生
か
ら
は

『
様
々
な
問
題
を
抱
え
る
生
徒
が
多
く
、

日
ご
ろ
の
授
業
に
な
か
な
か
集
中
で
き

な
い
生
徒
た
ち
が
、
今
回
の
お
話
を
真
剣

に
聞
き
入
る
様
子
を
見
て
、
私
た
ち
教
員

も
日
ご
ろ
の
授
業
に
対
す
る
姿
勢
を
も

う
一
度
見
直
さ
な
け
れ
ば
と
反
省
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
今
回
の
お
話
か
ら
自

分
の
生
活
を
振
り
返
り
、「
生
き
る
勇
気
」

を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。』
と

有
難
い
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
外
派
遣
で
伝
承
講
話
を
さ
せ
て
頂

く
た
び
に
、「
戦
争
の
悲
惨
さ
、
核
兵
器

の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
今
の
平
和
な
一
日
が
本
当

に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。」
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
私
自
身
を
含
め
て

い
か
に
戦
争
や
原
爆
に
つ
い
て
語
り
継

ぐ
事
が
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
か
を
痛

感
し
ま
す
。

　

子
供
達
の
み
な
ら
ず
、
若
い
20
～
30
代

の
先
生
が
『
戦
争
体
験
を
聞
く
の
は
今
回

が
初
め
て
で
し
た
。』
と
言
わ
れ
た
り
、

『
今
ま
で
社
会
科
の
授
業
で
戦
争
を
起
こ

し
た
時
代
の
学
習
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
実
際
に
被
爆
さ
れ
た
方
々
の
心
や
気

持
ち
に
つ
い
て
は
今
回
初
め
て
知
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。』
と
お
手
紙
を
い
た

だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
『
現
在
、
被

爆
者
の
方
が
広
島
市
・
長
崎
市
以
外
の
都

道
府
県
や
海
外
に
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

い
う
事
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。』
と
言

わ
れ
る
社
会
科
の
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
も
な

い
戦
争
や
原
爆
に
つ
い
て
、
大
し
た
知
識

も
な
い
の
に
人
前
で
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
事
が
良
い
の
か
ど
う
か
迷
っ
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
外
派
遣
で
お

目
に
か
か
る
沢
山
の
方
々
か
ら
「
語
り
継

ぐ
事
の
意
味
」
を
毎
回
教
え
て
頂
い
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分

な
り
に
伝
承
活
動
を
続
け
て
い
く
事
が

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

４
．
月
の
光　

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

　

日
野
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
鑑
賞

し
ま
す
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
月
光
ソ
ナ
タ

な
ど
が
有
名
で
す
が
、
こ
の
月
は
雲
の
間

か
ら
の
ぞ
い
て
い
る
月
の
光
を
想
像
し

て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
日
本
の

古
典
の
「
花
は
盛
り
に
月
は
く
ま
な
き
を

の
み
見
る
も
の
か
は
」
の
情
緒
で
す
ね
。

あ
る
い
は
水
に
映
っ
た
月
だ
そ
う
で
す

が
、
そ
う
い
う
も
の
を
愛
で
る
の
も
す
ご

く
日
本
的
な
情
緒
で
、
そ
れ
に
倣
っ
た
印

象
派
の
絵
画
の
世
界
を
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

が
音
楽
で
表
現
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

目
を
つ
む
っ
て
想
像
力
を
働
か
せ
ま
す
。

静
か
で
ゆ
っ
た
り
し
て
心
が
休
ま
り
ま

す
。

５
．�

ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
舞
曲
第
1
番　

ブ

ラ
ー
ム
ス

　

日
野
さ
ん
と
お
友
達
の
岩
国
の
神
尾

友
子
さ
ん
が
ピ
ア
ノ
の
前
に
並
ん
で

座
っ
て
演
奏
し
ま
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞

曲
集
の
21
曲
あ
る
中
で
一
番
有
名
で
多

く
の
人
が
口
ず
さ
め
る
の
は
、
第
5
番
で

す
が
、
1
番
も
同
じ
よ
う
に
好
い
曲
で
し

た
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
連
弾
用
に
ハ
ン
ガ

「
平
和
へ
の
祈
り

コ
ン
サ
ー
ト
」に

行
っ
て
き
ま
し
た

三

　木

　島

　彦
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リ
ー
の
ロ
マ
（
ジ
プ
シ
ー
）
の
音
楽
を
編

曲
し
た
そ
う
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ら
ら
ら

ク
ラ
シ
ッ
ク
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
彼
の
出
世
作
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
盗

作
騒
ぎ
で
「
作
曲
」
を
「
編
曲
」
と
改
め

た
こ
と
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
当
時
は
や
っ
て

い
た
連
弾
が
大
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
、
二

人
で
並
ん
で
演
奏
す
る
こ
と
は
男
女
を

近
づ
け
る
き
っ
か
け
に
な
る
、
な
ど
面
白

い
話
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

６
．
日
本
の
歌　

童
謡
メ
ド
レ
ー

　

前
の
曲
と
同
様
、
お
二
人
の
連
弾
の
ピ

ア
ノ
演
奏
で
す
。
小
学
校
で
習
っ
た
懐
か

し
い
唱
歌
14
曲
を
、
四
季
の
順
に
並
べ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
知
っ
て
い
る
曲
ば
か
り

で
す
。
さ
て
「
何
が
あ
っ
た
か
と
挙
げ
て

み
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、
何
か
の
テ

ス
ト
を
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
苦
手
で

す
が
、
茶
摘
み
の
歌
や
、
村
祭
り
、「
さ

ぎ
り
き
ゆ
る
み
な
と
え
の
」
な
ど
の
歌
が

頭
の
中
で
鳴
り
響
い
て
い
ま
す
。
一
つ
一

つ
が
短
く
て
、
そ
の
代
り
網
羅
的
で
し

た
。 

た
く
さ
ん
の
お
な
じ
み
の
曲
が
入
っ

て
い
る
の
で
、
他
の
み
な
さ
ん
は
ど
の
唱

歌
を
挙
げ
る
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
普

通
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
演
奏
す
る
の
で
は

な
く
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
演
奏
の
仕

方
で
し
た
。

７
．�「
女
声
合
唱
の
た
め
の
〝
三さ

ん

て

つ

陸
鉄
道

が
行
く
〟」
よ
り�

詩
：
宇
部
恭
子　

作
曲
：
上
田　

益す
す
む�

・
村
の
子　

・
海
女
の
う
た　

・
と

う
さ
ん
の
海　
・
三
陸
鉄
道
が
行
く

８
．
大
切
な
ふ
る
さ
と

　

第
二
部
は
15
分
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

女
声
コ
ー
ラ
ス
東
広
島
女
声
ビ
ア
ラ
ク

テ
ア
の
人
た
ち
の
合
唱
を
聞
き
ま
し
た
。

「
ビ
ア
ラ
ク
テ
ア
」
を
調
べ
る
と
「
天
の

川
」
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
し
た
。
合
唱
団

と
し
て
雰
囲
気
が
あ
る
名
前
で
す
ね
。
そ

の
通
り
「
名
は
体
を
表
す
」
で
す
。
指
揮

は
広
島
で
合
唱
の
指
導
で
知
ら
れ
て
い

る
佐
伯　

康
則
先
生
で
す
。
声
が
美
し

く
、
素
敵
で
し
た
。「
三
陸
鉄
道
」
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
の
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
で
、

そ
の
周
辺
の
世
界
が
よ
く
イ
メ
ー
ジ
で

き
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を

応
援
す
る
歌
で
す
。
詩
の
中
に
家
族
や
行

事
の
大
切
さ
、
子
供
の
時
の
わ
く
わ
く
す

る
気
持
ち
、
海
の
産
物
の
名
前
、「
ザ

ア
ー
・
ザ
ア
ー
」
と
い
う
浜
辺
の
波
の
音

な
ど
歌
い
こ
ま
れ
て
い
て
心
に
残
り
ま

す
。
家
族
を
奪
っ
た
海
が
嫌
い
に
な
っ
た

人
も
い
る
の
か
な
と
想
像
し
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
海
が
好
き
で
あ
る

こ
と
を
や
め
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
お
と
う

さ
ん
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
自
分
だ
か

ら
。
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
「
に
も

か
か
わ
ら
ず
」
の
気
持
ち
を
ど
ん
な
時
で

も
持
っ
て
い
た
い
で
す
。
し
っ
か
り
生
き

て
ゆ
く
力
に
な
り
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
の
鉄

道
の
歌
は
元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
も

の
で
し
た
。「
大
切
な
ふ
る
さ
と
」
は
も

う
言
わ
な
く
て
も
い
い
で
す
ね
。
そ
の
名

前
の
通
り
だ
か
ら
…
東
北
の
合
唱
で
子

ど
も
た
ち
が
歌
っ
て
い
て
、
こ
れ
も
実
に

い
い
で
す
。

９
．
春
の
声　

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

　

ソ
プ
ラ
ノ
の
安
藤　

裕ひ
ろ

美み

さ
ん
は
、
国

泰
寺
中
学
の
同
級
生
の
三
宅
さ
ん
の
娘

さ
ん
で
す
。
同
級
生
の
仲
間
た
ち
は
、

ち
ょ
っ
と
前
に
還
暦
を
過
ぎ
て
60
代
な

の
で
、
初
め
て
ず
い
ぶ
ん
と
若
い
人
が
出

て
来
ま
し
た
。
声
量
が
豊
か
で
、
盛
り
上

が
る
と
こ
ろ
の
高
音
が
す
ば
ら
し
か
っ

た
で
す
。
曲
も
華
麗
豪
華
な
ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
2
世
の
ワ
ル
ツ
で
、
外
国

映
画
の
舞
踏
会
の
場
面
（
日
本
で
は
明
治

の
鹿
鳴
館
の
場
面
）
で
か
か
る
曲
で
す

ね
。

10
．
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス

　

歌
は
嶋
田
ト
オ
ル
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
と

ヴ
ィ
オ
ラ
に
よ
る
演
奏
で
す
。
こ
ん
な
罪

深
い
私
で
も
神
様
は
許
し
て
く
だ
さ
っ

た
と
い
う
感
謝
と
喜
び
が
歌
わ
れ
て
い

ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
神
様
で
な
く
て

も
、
仏
教
の
阿
弥
陀
様
で
も
感
じ
が
わ
か

り
ま
す
。
詞
を
作
っ
た
人
は
元
奴
隷
船
の

船
長
で
、
牧
師
に
な
っ
た
人
と
説
明
さ

れ
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
し
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
彼
の
船
が
難
破
し
か
か
っ
て
死

ぬ
よ
う
な
目
に
遭
っ
て
生
還
し
て
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
改
心
し
た
わ
け
で
す
。
こ

う
し
た
船
は
船
底
に
衛
生
状
態
も
考
慮

せ
ず
大
勢
押
し
込
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
黒

人
の
人
を
死
な
せ
て
い
ま
す
。
人
権
の
尊

重
と
平
等
を
う
た
っ
た
人
権
宣
言
、
ア
メ

リ
カ
独
立
宣
言
の
後
な
の
に
…
こ
の
人

は
す
ぐ
に
こ
の
仕
事
を
や
め
た
の
で
は

な
く
、
何
年
間
か
続
け
た
後
で
や
め
ま
し

た
。
も
と
も
と
お
母
さ
ん
が
慈
し
み
深
く

宗
教
心
の
あ
つ
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

他
の
ひ
と
と
違
う
行
動
を
取
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

11
．
た
い
せ
つ
な
ひ
と　

さ
だ
ま
さ
し

　

嶋
田
ト
オ
ル
さ
ん
が
歌
い
ま
し
た
。
伴

奏
は
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ィ
オ
ラ
で
す
。
と
て
も

い
い
歌
で
し
た
。
題
名
が
全
て
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
人
生
は
幸
せ
と
不

幸
せ
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
い
る
も
の
。

初
め
と
終
わ
り
、
真
ん
中
の
と
こ
ろ
で
繰

り
返
さ
れ
る
言
葉
が
心
に
残
り
ま
す
。

「
そ
の
手
を
離
さ
な
い
で　

不
安
が
過
ぎ

ゆ
く
ま
で　

哀
し
み
の
ほ
と
り
で
出

会
っ
た　

そ
の
温
か
い
手
を
」

12
．�

リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ　

ピ
ア
ソ
ラ　

　

日
野
さ
ん
、
神
尾
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の
連

弾
で
始
ま
っ
て
、
主
旋
律
を
奏
で
る
ヴ
ィ

オ
ラ
に
よ
る
演
奏
が
加
わ
り
ま
す
。
ピ
ア

ソ
ラ
（
１
９
１
２
－
１
９
９
２
）
は
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
作
曲
家
、
バ
ン
ド
ネ
オ
ン

奏
者
。
こ
の
曲
は
サ
ン
ト
リ
ー
の
ウ
ィ
ス

キ
ー
の
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
、
世

界
的
な
チ
ェ
ロ
奏
者
で
あ
る
ヨ
ー
ヨ
ー

マ
さ
ん
の
演
奏
で
一
気
に
知
名
度
が
あ

が
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

で
は
じ
め
て
知
っ
て
、
覚
え
て
い
る
曲
も

多
い
で
す
ね
（
ヨ
ー
ヨ
ー
マ
さ
ん
は
８
月

６
日
の
広
島
、
灯
ろ
う
流
し
の
元
安
川
の

ほ
と
り
で
チ
ェ
ロ
の
演
奏
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
０
年
８
月
６
日　

バ
ッ
ハ
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
）。
加
藤
登

紀
子
さ
ん
が
歌
詞
を
付
け
て
歌
っ
て
い

ま
す
。
歯
切
れ
よ
く
、
テ
ン
ポ
が
あ
っ
て

情
熱
的
な
曲
で
す
。

13
．
埴
生
の
宿
（
ア
ン
コ
ー
ル
曲
）
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あ
と
が
き

先
日
、
為
末
大
さ
ん
が
、
私
が
購
読
し

て
い
る
朝
刊
に
、
こ
ん
な
記
事
を
寄
せ
て

い
ま
し
た
。

『
東
京
五
輪
は
全
く
別
の
も
の
に
な
っ

た
。
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た
人
類
共
通
の

証
し
と
し
て
、
聖
火
が
掲
げ
ら
れ
る
大
会

に
変
わ
っ
た
。
聖
火
を
日
本
に
閉
じ
込
め

な
い
で
、
コ
ロ
ナ
を
鎮
静
化
し
た
国
・
地

域
に
持
っ
て
行
き
、「
地
球
上
の
す
べ
て
の

国
・
地
域
に
聖
火
が
灯
さ
れ
た
時
、
開
催

す
る
。」と
か
っ
て
で
き
な
い
か
な
。
世
界

中
の
人
々
が
「
私
た
ち
の
五
輪
」
と
思
え

る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。』

ス
ポ
ー
ツ
番
組
で
、
明
朗
快
活
に
わ

か
り
や
す
く
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
為
末
さ

ん
ら
し
い
、
本
当
に
そ
う
な
っ
た
ら
い
い

な
ー
と
、
誰
も
が
共
感
で
き
る
、
明
る
く

大
き
な
ご
意
見
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

 

（
本
地
正
治
）

令和２年度　行事予定表
一般財団法人　広島県動員学徒等犠牲者の会

年 月 日 曜 清掃後読経 月 日 曜 清掃（行事がないときは解散）

令
和
2
年

4 6 月 4 20 月 監事会（県社会福祉会館）

5 7 木 理事会（西向寺）
令和元年度（平成31年度）事業報告・決算の承認

5 1 金

5 22 金 定時評議員会（西向寺）
令和元年度（平成31年度）事業報告・決算の承認

6 10 水 6 22 月

7 6 月 追悼式打ち合せ会（役割分担等）
会報「ともしび」封筒入れ（西向寺） 7 20 月

8
5 水 供養会

8 20 木
6 木 第64回原爆死没者追悼式

9 9 水 追悼式反省会（西向寺） 9 18 金
10 7 水 10 21 水
11 9 月 ／ ／ ／
12 7 月 会報ともしび封筒入れ（西向寺） 12 18 金 研修会（西向寺）

令
和
3
年

1 6 水 ／ ／ ／
2 10 水 ／ ／ ／

3 11 木 3 24 水 理事会･臨時評議員会（西向寺）
（令和3年度事業計画・予算承認）

（注）
１	慰霊塔付近の清掃は、午前９時30分からです。雨天の場合も実施します。
２	左欄は、慰霊塔付近の清掃後「西向寺」で読経。
	 右欄は、行事がないときは清掃後解散。
	 なお、「西向寺」様の都合によって、日程変更する場合があります。

　

埴
生
（
は
に
ゅ
う
）
の
宿
と
い
う
の
は

ち
い
さ
く
て
土
を
塗
っ
た
よ
う
な
ぼ

ろ
っ
ち
い
家
で
も
、
や
っ
ぱ
り
我
が
家
が

良
い
と
い
う
歌
な
ん
で
す
ね
。
市
川　

崑

監
督
が
奥
さ
ん
和
田
夏
十
の
脚
本
で
二

回
撮
っ
た
「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
の
ス
ト
ー

リ
ー
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
曲
で
す
。

映
画
の
中
で
水
島
上
等
兵
（
演
じ
た
の
は

安
井
昌
二
、
中
井
貴
一
）
が
竪
琴
を
演
奏

し
て
小
隊
の
み
ん
な
で
合
唱
す
る
と
、
彼

ら
を
取
り
囲
ん
で
い
た
イ
ギ
リ
ス
兵
、
イ

ン
ド
兵
も
自
然
発
生
的
に
自
分
た
ち
の

英
語
で
こ
の
歌
を
歌
い
、
唱
和
す
る
と
い

う
場
面
が
あ
り
ま
す
。
故
郷
や
家
族
を
思

う
気
持
ち
は
み
ん
な
同
じ
な
ん
で
す
。

　

出
演
者
の
ひ
と
が
み
ん
な
出
て
、
観
客

席
の
ひ
と
も
全
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挟

ん
で
あ
っ
た
歌
詞
を
見
て
、
声
を
揃
え
て

歌
い
ま
し
た
。
最
後
に
ま
た
一
体
感
が
持

て
て
、
気
分
が
高
ま
り
ま
し
た
。
本
当
に

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
か
げ
で
楽
し
い

時
間
が
共
有
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
観
客

席
か
ら
袋
町
小
学
校
の
同
級
生
の
川
西

さ
ん
と
従
姉
妹
の
井
上
美
雪
さ
ん
の
お

二
人
が
出
て
、
伴
奏
の
楽
器
の
オ
カ
リ
ナ

で
演
奏
に
加
わ
り
ま
し
た
。

ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
は
、
左
記
の
口
座

へ
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

振
替
口
座　

０
１
３
０
０

－

６

－

８
８
５
８

一
般
財
団
法
人　

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会

ご
寄
付
お
礼

　

令
和
元
年
11
月
か
ら
令
和
２
年
６
月
ま

で
に
、
次
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森　

下　
　
　

弘　

様

梶　

川　
　
　

博　

様




